
計画・インテリジェンス・実行を統合
単一のAIプラットフォームで、精度・スピード・自動化された意思決
定を実現。煩雑なシナリオ検討はもう不要。リアルタイムで最適化
されたオーケストレーションへ。

分断から統合へ
サプライチェーンは、コグニティブへの
転換が求められている



「今も使えている」が実はコストを増大させている理由

バッチ処理やサイロ化がリアルタイム環境で通用しない理由

「現状維持」がもはや安全ではない理由

コグニティブ・アーキテクチャが意思決定と実行を統合する方法

先進企業による導入事例とその成果実践的かつ段階的な変革ロードマップ

自信とコントロールを持って前進するための具体的アクション

。

世界は今、AIのスピードで動いています。それなのに、あなたのサプライチェーンはまだ渋滞に巻き込まれてい
ませんか？本eBookでは、本質に切り込み、「備える」とは何かを再定義します。先進企業がどのように遅れ
から脱却し、オンプレミスのレガシーな計画ツールから、スピード・精度・可視性・変化対応力を備えたAIネイ
ティブなコグニティブ・システムへと移行しているのかをご紹介します。

そ の 変化  に 、 備 えていますか      ？

その変化に、備えていますか？

本書の内容



変革はすでに始まっている。
その流れに、あなたは乗れて
いますか？

市場は四半期単位ではなく、日単位で動い
ています。週次・月次の計画サイクルでは対
応できません。成功の鍵は、即時に計画・対
応・調整できる仕組みです。

スピードこそ新たな安定性

意思決定は連動する必要がある

応答力がリアルタイム効率を生む

成長し続けるサプライチェーンと、取り残されるサプライチェーンの
格差は拡大しています。これは単なるシステムの刷新や連携
の問題ではありません。地政学的な不安定性、需要の不確
実性、そして人材変革といった環境下で、いかに成長し、リー
ドしていくかという課題です。グローバルな混乱や顧客期待の
変化により、進化へのプレッシャーはもはや将来の課題ではなく、
今すぐ対応すべき経営課題となっています。

個別に機能するサイロ化されたツールでは、全
体としては機能しません。統合された意思決
定により、すべてのチームが同じデータ・状況・
目標に基づいて動けます。

手作業の調整や断片的な対応は限界に達し
ています。拡張性のあるAI主導の最適化により、
ノイズを削減し、精度を高め、変化に柔軟に対
応できる力を引き出します。

効果的に連携する
チームは、製品提供を
25%高速化します。

McKinsey & Company

AI主導の次世代サプ
ライチェーンを導入した
企業は、23%高い収
益性を実現しています。

Accenture

約半数の企業が、
End-to-Endの
パフォーマンスを

把握できていません。

HBR

https://fullscale.io/blog/cross-functional-collaboration-development-product-design/
https://newsroom.accenture.com/news/2024/companies-with-next-generation-supply-chain-capabilities-achieve-23-greater-profitability-shows-new-research-from-accenture
https://www.gep.com/research-reports/transforming-supply-chains-for-higher-performance-and-resiliency


従来のやり方は終わり
AIで進化する“自律型サプライチェーン”へ
今こそ、コグニティブへのシフトの時です。
レジリエンスはインテリジェンスから始まり、システムはあなたを待つのではなく、
全体のオペレーションを自律的に動かす“生きたモデル”へと進化します。



現行のサプライチェーンがビジネスを支え、収支を維持できているとすれば、それは
テクノロジーではなくチームの力です。確かに今は回っているかもしれません。しかし、
その代償はどれほど大きいのでしょうか。機能していることと、将来に備えていること
は違います。現状維持は、リーダーシップではありません。

見えない「パフォーマンスコスト」が拡大
優秀なプランナーは、戦略ではなく火消しに追われています。スプレッド
シートの修正、データの突合、更新の追跡。本来担うべき戦略や意思決
定ではなく、遅く分断されたシステムの補完に時間を費やしています。それ
は最適化ではありません。

接続コストは増大し続ける
従来システムは、複雑な連携や暫定対応の積み重ねにより、維持コスト
が高く、変化への対応も遅く、進化が困難です。バッチ処理、つぎはぎの
運用、手作業による対応が、すべてのプロセスを遅らせます。あらゆる接
点がリスクとなり、戦略価値の創出を妨げています。

顧客はすでに先に進んでいる
日単位の計画では、リアルタイムの期待には応えられません。出荷の調
整をしている間に、顧客はすでに他社から購入しています。その結果、ブ
ランド価値は損なわれます。

「 まだ  使 えている    」 は �成功  ではない  

「まだ使えている」は
成功ではない

レガシープラットフォームは、現在のスピード・複雑性・競争環境に対応できる
ようには設計されていません。遅延する同期や手動承認のたびに、スピード、
可視性、コントロールが失われます。結論は明確です。進化するか、取り残
されるか。



リスクはシステムを変えることではなく、変えるのを遅らせることにあります。躊躇す
ればするほど、変革のタイミングと進め方に対するコントロールは失われます。

変化  を 避 けることこ     そ が 　　　   最大  のリスク  

変化を避けることこそが
最大のリスク

レガシーなプランニングとAIベース・クラウドネイティブなシステムの格差は、今も
拡大し続けています。待っている間にも、その差はさらに広がります。待つたび
に、競合は一歩先へ進んでいきます。

遅れるほど、競争優位を失う
予算検討に時間をかけている間にも、他社はスピード前提のシステムで加速
しています。手作業の予測や場当たり的な対応は、すべてが機会損失につ
ながっています。

変革は後になるほど難しい
環境はますます複雑化し、技術的負債は積み上がり、組織の知見は失わ
れていきます。そして準備が整っていないタイミングで、大きなプレッシャーが押
し寄せます。

市場は待ってくれない
意思決定のスピードはもはや不可欠です。顧客は正確さと即時性を求めて
います。コグニティブ・アーキテクチャは、その両方を実現し、すでに標準となりつ
つあります。



プランニングは、組織全体が連動してこそ機能する戦略的エンジンです。コグニ
ティブ変革とは、プランニングそのものを再定義し、複雑さをシンプルにし、インサ
イトを強化し、成果創出を加速することを意味します。

意思決定はネットワーク全体で機能する
分断された状態でのプランニングでは、常に後手に回ります。遅延、コスト増、
大量の場当たり対応が常態化します。統合プラットフォームにより、リスクを早期
に可視化し、迅速で効率的な意思決定を可能にします。

人は“維持”から“価値創出”へ
自動化されたワークフローとAIによるシナリオ生成により、手作業を削減。トップ
人材は火消し対応から解放され、戦略的な意思決定に集中できるようになり
ます。

変化にはリアルタイムで対応する
断片的で周期ベースのプランニングは、現在のスピードには対応できません。AI
主導・クラウドネイティブな仕組みにより、サプライチェーンは継続的に最適化さ
れ、変化に“後から”ではなく“その瞬間に”対応します。

「十分なプランニング」では
もう足りない

より賢く計画を立てよう今求められているのは、より多くの努力ではなく、よりスマートなプラン
ニングです。実際の競争は、単なるスピードや自動化ではなく、戦略
レベルでの差にあります。コグニティブ・プランニングは定型作業を自
動化し、人材を最も価値の高い領域へ集中させます。



単一の意思決定エンジンと、一元化されたデータ基盤のもとでは、プラン
ニングは単なる精度向上にとどまらず、全体最適を実現する“オーケスト
レーション”へと進化します。

インテグレーションから           統合  へ“ ”

インテグレーションから
“統合”へ

コグニティブ・アーキテクチャは、分断されたサプライチェーンシステムをつなぎ合わせる
必要をなくします。プランニング、実行、インサイトは単一の環境に統合され、摩擦
を排除し、業務効率を大きく向上させます。

意思決定は自然に整合される
モジュール間の調整や、バッチ処理結果の確認に追われる必要はありま
せん。需要・供給・在庫・物流のすべてが、共通のデータとコンテキストで
連動。意思決定はより速く、より確信を持って行えます。

データはシームレスに流れる
クラウドネイティブかつAIベースのデータ基盤により、無限にスケール可能
なリアルタイムデータ処理を実現。バッチ処理も、つぎはぎの統合も不要。
データは継続的に取り込まれ、分析され、即時にアクションへとつながりま
す。

プランニングは「常時進化」へ
もはや日次・週次の計画ではありません。新たなシグナルに応じて、瞬時
に調整し続ける世界です。逐次処理や次回サイクルを待つ必要はなく、
変化と同時に意思決定が行われます。サプライチェーンは常に、現実の
状況と同期した状態を維持します。



かつては予測精度が評価基準でした。しかし今では、それは前提条件にすぎませ
ん。競争優位を決めるのは、変化を捉え、意思決定し、実行するスピードです。

可視化が競争力になる
AIネイティブなアーキテクチャにより、販促情報、サプライヤー制約、天候
などの内外データからパターンを抽出。影響が出る前に、先手を打つこと
が可能になります。

プランニングは企業の枠を超える
共通モデルにより、サプライヤー、物流パートナーを含めて連携し、可視性
のギャップを解消。全体として調整された実行を実現します。

実行は常にプランニングと連動
需要変動や混乱が発生しても、調整は遅延なくシステム全体に反映。
すべての更新・アラート・異常がリアルタイムで吸収されます。

コグニティブは、
予測精度のためだけではなく
俊敏性のためにある

コグニティブな俊敏性は、単なる高速対応ではありません。先を見据えたプ
ランニング精度の高い実行リアルタイムでの学習この一貫性が、常に一歩
先を行く力を生み出します。



グローバルヘルステック企業の事例

この企業は、分断されていた14のプランニングプロ
セスを統合。需要・供給プランニングのコグニティブ
変革により、TCO（総所有コスト）を削減し、従
来の分断されたレガシーツールを、リアルタイム意
思決定を支える単一でスケーラブルなプラット

フォームへと刷新しました。

すべての企業は、同じ出発点から始まった従来型ツール、遅い計画
サイクル、限定的な可視性——その状況は皆同じでした。変わった
のは、テクノロジーだけではありません。考え方そのものです。単なる機
能比較をやめ、「何が可能か」を再定義したのです。彼らはコグニティ
ブという、より賢い進化の道を選びました。今度は、あなたの番です。

コグニティブが       現場  で 実現  するもの  

コグニティブが現場で実現するもの

コグニティブ・プランニングは、すでに確実な成果を生み出しています。多くの企業が、遅れのあるプロセスから
脱却し、予測型かつリアルタイムで実行可能な運用へと移行。その結果、再現性と拡張性を備えた成果を
実現し、業界の在り方そのものを変え、新たな標準を築いています。

米国大手小売企業の事例

このアパレル企業は、Blue YonderのAI駆動型需
要計画と複数の予測手法を活用し、部門レベル
で予測精度を2〜8%向上させました。その結果、
プランナーは日常業務から解放され、より戦略的
な取り組みに集中できるようになり、全体的なパ

フォーマンス向上を実現しました。

多国籍飲料メーカーの事例

この企業は、サプライチェーンプランニングを3つのシステムから
1つへ統合。コグニティブ環境への移行により、プランナーの
意思決定に対する確信を高めるとともに、業務効率を向
上させ、大幅なコスト削減を実現しました。さらに、価格変
動やイベント、重複するプロモーションが需要に与える影響
をシミュレーションすることで、需要を主体的にコントロールで

きるようになりました。



求められるのは、正確なプランニングと、それを支えるインテリジェン
トなシステム。従来のプラットフォームでは実現できなかった、ス
ピード・精度・可能性を解き放ちます。次世代のサプライチェーン
は「これから」ではなく、すでに始まっています。

スマートなオーケストレーションで収益成長へ
部門・パートナー・地域をまたいで、迅速な意思決定を
実現。遅延やサイロを排除し、リアルタイムで対応。統合
された意思決定により、在庫回転率の向上、安全在庫
の削減、市場投入スピードの加速を実現し、ビジネスの
スケーラビリティを高めます。

コグニティブは       、 �今 こ そ 得 るべき   競争優位  

コグニティブは、
今こそ得るべき競争優位

コグニティブは、従来の制約を打破し、サプライチェーンの本来の力を
引き出すチャンスです。収益性の高いサプライチェーンこそが、収益
性の高いビジネスを生み出します。

混乱は避けられないものではなく、変革も混沌としたものである必要
はありません。業界特化の統合キットと移行アクセラレーターにより、ス
ムーズに前進し、競争優位を維持することが可能です。手遅れになる
前に、次の一歩を。

コスト削減とコントロール強化
技術的負債や手作業の補完、複数システムの維持から脱却。
高コストな統合や運用負荷を削減し、単一データモデルとクラウ
ドネイティブ基盤により、ITの複雑性を低減、間接コストを削減、
プラットフォームコストを最適化しながら、常に最新の状態を維持
します。

日々生まれる戦略的価値
コグニティブ・プラットフォームは、社内外のネットワークを横
断して、プランニングと実行を統合。根本原因の特定から、
自律的な対応の実行まで、AIエージェントがインサイトの
提示・シミュレーション・アクションを実行し、手作業を削
減すると同時に、新たなビジネス機会を創出します。



ゼロからやり直す必要はありません。これまでの投資が無駄になる
こともありません。コグニティブは、既存の資産を活かしながら、次
のステージへと進むための基盤となります。

変革は大きな飛躍から始める必要はありません。重要なのは、賢
い最初の一歩と、そこに寄り添うシステムです。

すべてを    一度  に �変 える  必要  はない   �そ れでも   、 すべてを    変 えることはできる      

すべてを一度に
変える必要はない
それでも、すべてを変えることはできる

全体を一気に刷新する必要はなく、小さく始めて段階
的に拡張しながら、自社の優先順位に応じて進化で
きます。

摩擦の大きい領域から始める
まずは負荷が高く、非効率で、影響の大きい領域
から。需要計画、配分（アロケーション）、例外管
理、フローオーケストレーション、見過ごせない課題
にフォーカスし、短期間で価値を創出します。

導入は「数週間」で
統合された移行フレームワークと段階的な展開により、
コグニティブ機能は徐々に導入可能。ビジネスを止める
ことなく、迅速に効果を検証できます。

基盤から着実に進化する
コアが安定した後は、AIによるレコメンデーション説明可
能性（Explainability）インテリジェントなシナリオ分
析といった高度機能を戦略的に追加。スピードと連携
力をさらに高め、より大きな価値を引き出します。



コグニティブ・プランニングへ移行した企業は、計画サイクル
の短縮、プランナー生産性の向上を実現し、四半期では
なく“数週間”で成果を出しています。

すべてを一度に行う必要はありません。しかし、今すぐ始めることが重
要です。コグニティブ・プランニングへの一歩一歩が、主導権を取り戻す
ことにつながります。

自信  とコントロールを        持 って  前進  する

自信とコントロールを
持って前進する

あなたの組織はすでに、複雑さに対応する力を証明しています。
今こそ、精度・連携・スピードを実現するシステムでそれをシン
プルにし、明確な方向性と共通認識のもとで次のステップへ進
む時です。

まずは現状の課題を明確にする
何が機能していないのか、組織として共有することから始めま
しょう。例えば：可視化の遅れ、サイロ化された意思決定、進
行を遅らせる手作業の対応、これら、従来ツールが足かせと
なっている領域を特定し、社内の議論を具体的かつ前向きに
進めるための基盤とします。

価値を生むユースケースを特定する
最も重要で、成果が測定可能かつ効果が可視化し
やすいプロセスを選定しましょう。その一つの改善が、
社内の推進力を生み、より大きな変革への確信につ
ながります。

単なる導入ではなく「変革」として捉える
ロードマップを戦略目標と連動させ、自社にとっての“将
来対応力”を定義します。働き方、思考、意思決定
のあり方を見直し、必要な新たなケイパビリティ求めら
れる行動や文化実現すべき成果を明確にすることが
重要です。



レガシーシステムでは、現代のサプライチェーンに求められる精度・ス
ピード・インテリジェンスを支えることはできません。技術的負債が増
大し、期待値が高まる中、現状維持はもはや中立ではなく、大き
なリスクです。
コグニティブ・アーキテクチャは、従来のプランニングの限界を
打破し、実行と意思決定の統合、遅延の削減、全社的な
適応力の強化を実現します。

あなたにとっての成長の形を定義し、まずは一歩を踏み出しましょう。
担当営業担当者にご連絡ください。ギャップが埋められなくなる前に、
今こそ動く時です。

変革のタイミングは、今。

すでに   時間  は 動 き 出 している  

すでに時間は動き出している
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